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平成２９年度　丹後広域振興局　運営目標

運営目標

観光入込客数６６０万人、観光客一人当たり消費額６千円を目指し、海の京都DMOとの連携により、四季を通じて「ほんもの」を楽しめ
るブランド地域づくりを進めるなど、「海の京都」で芽吹いた丹後の新たな魅力を開花させます。
（29年度目標：一人あたり観光消費額4,000円（28年度実績　2,971円））

丹後産農林水産物のブランド価値を高めるとともに、海の京都ＤＭＯと連携して、食を中心とした丹後の魅力を展開します。
・四季を通じた旬の食材を選定、旬の食材提供店の発掘・発信及びネットワークの形成
　＜選定食材数　4品（29年度新規）＞
　＜旬の食材提供店」店舗数　30店舗（29年度新規）＞
・こだわりの産品を組み合わせた「海の京都セレクションボックス」の開発数
　＜目標　3組（29年度新規）＞

「海の京都」の新たな魅力を全国に発信します。
・「海の京都クルージングフェスタ」の開催　＜来場者数　2万人（29年度新規）＞
・クルーズ船寄港に伴うオプショナルツアー誘致の実施　＜丹後管内へのオプショナルツアー数　10ツアー（29年度新規）＞
・海外からの教育旅行受入のためのファムトリップ等の実施　＜ファムトリップ2回（28年度実績　2回）、ツアー1回（28年度実績　0回）＞
・京都市内ホテルコンシェルジュと連携した誘客の推進　＜訪問宿泊施設数　15施設（28年度　12施設）＞
・京都市内からの直通バス（天橋立伊根ライナー）の定期運行化（試行4～5月）
・丹後歴史文化博物館（仮称）の基本計画（案）に基づき、今後の事業展開について地元市町、住民等の参画を得て議論
・丹後郷土資料館において、丹後の歴史的魅力を紹介する特別展・企画展の開催　＜5回（28年度　5回）＞
・丹後郷土資料館において、茅葺き住宅での銭づくりや糸つむぎなど、文化体験事業の企画立案及び試行　＜2回（28年度　3回）＞

地域住民による「スポーツ」を通じた観光客受入れを促進します。
・スポーツ・アクティビティ団体・事業者間のネットワークづくり　＜5団体（29年度新規）＞

地域の特性をいかしたスポーツ観光の聖地づくりやそれらを通じたまちづくりを推進します。
　＜TANTANロングライド参加者数　1,600人（28年度実績　1,527人）＞

海が見える牧場「碇高原牧場」を観光資源として活用します。
　＜観光客数　33,000人（28年度実績　29,670人）＞
　＜園児、児童、学生の畜産体験学習の受入　400人（28年度実績　383人）＞

観光拠点へのアクセスや丹後地域の周遊観光に向けた道路整備などを促進します。
・（仮称）大宮峰山ＩＣアクセス道路の都市計画決定に着手
・田井大垣自転車道（北部医療センター裏から溝尻）の舗装修繕等による走行環境の改善
・ＪＲ西日本、ウィラー社、兵庫県但馬県民局、中丹・丹後広域振興局が連携した広域周遊コースの設定
　＜坂東玉三郎観劇ツアーなどＪＲと丹鉄列車が連結したイベント列車の運行　6回（29年度新規）＞
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達成手段
(数値目標)

「丹後といえば、美味しいものを食べに行くところ！」のイメージ定着に向け、関係団体や事業者と連携し、食の魅力づくりを推進します。
・食の祭典「丹後グルメフェスティバル（東京・京丹後市）」を開催
　　＜丹後王国「食のみやこ」来場者数　50,000人（28年度実績33,650人）（再掲）＞
　　＜東京での丹後の農林水産物、風景、歴史、文化を発信＞
　　＜地元の新しい旬の食材提供店等丹後の食のスポットを発信＞
・丹後の地酒魅力発信
　　＜都市部において地酒の販促活動を展開　2回（28年度実績　１回）＞
　　＜丹後の地酒と丹後フルーツなどを使ったオリジナルカクテルの開発を支援　3メニュー（29年度新規）＞

丹後の食を都市圏の大型商業施設でＰＲ・販促することによりブランディングを推進します。
・「丹後うまいもんフェア」等の開催　＜10回（28年度実績　10回）＞

丹後産コシヒカリの特Ａ評価を奪還するとともに、競争力のある「ほんまもん京ブランド」品目の農作物出荷額４億円を目指すなど、丹
後の強みを生かした産品を増強します。

達成手段
(数値目標)

丹後産コシヒカリの特Ａ評価の奪還と、これを実現させるため産地全体の技術の底上げを行います。
・丹後産コシヒカリの特Ａ評価の奪還
・良食味共励会出品の食味値80以上の割合　＜80％（28年度実績　82％）＞

京のブランド産品（青果物）の生産拡大を推進します。
・年間出荷額　＜4億円（28年度実績　3.8億円）＞
・京たんご梨ブランド出荷率　＜32％（28年度実績　20％）＞
・梨の新品種である「凜夏」「早優利」の消費者、生産者に向けたPR活動　＜2回（29年度新規）＞
・加工用キャベツの出荷時期拡大に向けた品種の選定
・黒大豆枝豆の京夏ずきん、紫ずきんの出荷調整技術の確立による面積の拡大　＜15ha（28年度実績　13.8ha）＞

酒米品種「祝」「京の輝き」について、酒造業界からの要望数量を満たすよう生産します。
　＜作付面積　［祝］67ha（28年度実績　67ha）　　［京の輝き］202ha（28年度実績　175ha）＞
　＜生産量　　 ［祝］240t（28年度実績　230t）　　 ［京の輝き］1,000t（28年度実績　973t）＞
　＜酒蔵と酒米生産者との交流会の開催　2回（29年度新規）＞

ブランド水産物の生産拡大と「丹後とり貝増産プロジェクト」の推進に取り組みます。
・「丹後とり貝」「丹後ぐじ」「育成岩がき」の販売総額（中丹地域を含む）　＜255百万円（28年度実績　215百万円）＞
・高鮮度サワラ（特選京鰆）の出荷量の拡大　＜50ｔ（28年度実績　43.4t）＞

地域一体となって丹後の食の魅力の戦略的ＰＲや地域ブランディングを進めます。
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丹後王国「食のみやこ」を拠点として、丹後の特色を生かした新たな商品の開発や食関連ビジネスを創出します。

達成手段
(数値目標)

丹後の食を活かした異業種交流や６次産業化、ソーシャルビジネスなどの取組を支援します。
　＜取組支援件数　20件（28年度実績　20件）＞

地域の農林水産物を生かした加工品や丹後王国「食のみやこ」における新商品の開発を支援します。
　＜丹後王国「食のみやこ」における新たな商品等の開発件数　7件（28年度実績　7件）＞
　＜地域の農作物を生かした加工品の試作品支援　5品（28年度実績　5品）＞

丹後地域の「食」の魅力発信により丹後観光の拠点化を推進します。
・食の総合拠点として丹後王国「食のみやこ」の魅力向上　＜入園者数　60万人（28年度実績　47.4万人）＞

栽培から調理、サービス、加工・販売等までの研修による人材育成を展開します。
　＜料理開発や加工研修による人材育成　延べ100人（28年度実績　102人）＞

達成手段
(数値目標)

お茶の京都を支える丹後産茶の６次産業化による経営強化、知名度向上に向けたPR活動を推進します。
　＜売上高　800万円（28年度実績　727万円）＞

ＴＰＰの影響を受けない高級牛肉を産出する和牛子牛の生産拡大を推進します。

達成手段
(数値目標)

受胎が難しい繁殖雌牛を預かり集中的な繁殖管理で受胎させ、妊娠牛として譲渡（返却）し、農家の生産性向上を支援します。
　＜不受胎繁殖雌牛受託頭数　30頭（28年度実績　32頭）＞

子牛の育成、和牛受精卵の供給を推進するとともに、丹後産和牛子牛の生産拡大と府内肥育農家の良質な和牛肉生産を支援します。
　＜子牛出荷頭数　70頭（28年度実績　66頭）＞
　＜子牛生産頭数　70頭（28年度実績　66頭）＞
　＜受精卵供給率　100％（譲渡個数／譲渡希望個数）（28年度実績　100％）＞

交雑種を飼育し、和牛受精卵の２卵移植により和牛子牛を効率的に生産します。
　＜28年度導入の交雑種雌牛が生産する和牛子牛の譲渡頭数　15頭（29年度新規）＞
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新たな就農者や漁業就業者を確保するなど、担い手の確保育成や農林水産業の生産基盤を整備します。

達成手段
(数値目標)

学舎生の技能向上・経営力向上への指導と合わせ、就農を見据えた支援を実施します。
　＜地域の農家や農業法人との交流・研修の実施　20回（28年度実績　20回）＞

丹後農業実践型学舎入舎生の営農条件整備を推進します。
　＜入舎生　3名（29年度新規）＞

農業を支える多様な担い手の確保育成と農業法人の担い手育成機能を強化します。
　＜京力農場プラン作成、見直し支援数　20プラン（新規10プラン、見直し10プラン）（29年度新規）＞
　＜新規就農者数　30人（28年度実績　22人）＞
　＜新たな中核的農家の育成　20人（28年度実績　8人）＞
　＜作目、販売先等の就農のイメージを明確に描ける受講者の育成割合　100％（28年度実績　100％）＞
　＜新規就農希望者の研修を行う経営体数　10経営体（28年度実績　8法人）＞
　＜京野菜、飼料米、花き等の売上げが増加する法人　2社（28年度実績　2社）＞

「海の民学舎」を運営し、実践研修や経営研修を行い、漁業の担い手を育成・確保します。
　＜「海の民学舎」第1期、第２期研修生の漁業、漁村への定着　定着率100%（１期生7人、２期生6人）（29年度新規）＞
　＜漁業経営スキルアップ等研修　2回（29年度新規）＞
　＜新規漁業就業者数　45人（28年度実績　6月集計予定）＞

地域の特産物の規模を拡大し、担い手を育成します。
・国営開発農地等での特産物育成
　＜西洋ニンジン、キャベツ等の合計栽培面積　1.5haの増（29年度新規）＞
　＜黒大豆枝豆30ａ以上の生産者　10戸（28年度実績　10戸）＞

茶産地基盤確立に向け、収益性を向上させ、優良茶園化を推進します。
　＜モデル茶園10a当たりの粗収益　500,000円（28年度実績　325,899円）＞

さざえ、アワビ、海藻類等の磯根資源の増大のためのプロジェクトを推進します。
・新規就業者を含めた潜水漁業のためのモデル漁場の選定
・磯根資源利用に向けたワークショップの開催　＜2回（29年度新規）＞
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平成３０年度に野生鳥獣による農産物被害額をほぼ半減（50百万円）します。（平成25年度基準90百万円）

達成手段
(数値目標)

丹後王国「食のみやこ」を拠点とした、丹後国営開発農地等で生産される農産物や加工品の新たな流通体系を確立します。
　＜新たな流通先　10ヶ所（うち量販店7ヶ所）（28年度実績　1ヶ所）＞

シカ等の生息数削減のための捕獲を推進します。
　＜狩猟・有害による捕獲頭数　シカ5,500頭（28年度実績　5,000頭）＞
　＜捕獲講習会の開催　2回（28年度実績　3回）＞

農地周辺での広域捕獲を強化します。
　＜管内の猟友会の連携による一斉捕獲　8回（28年度実績　8回）＞

「丹後半島一周・京都の新海遊ルート」の完成等に向けた整備を推進します。

達成手段
(数値目標)

国道178号等の整備を推進します。
・改良事業
　国道178号蒲入カマヤ工区[事業促進]、木津バイパス[事業促進]、里波見工区（橋梁)[事業促進]、袖志工区[事業促進]、
　浜丹後線上野平バイパス[事業促進]
・防災事業
　国道178号（由良～脇、日置～里波見、蒲入～袖志）〔事業促進〕、綾部大江宮津線（小田）[事業促進]

達成手段
(数値目標)

野生鳥獣の被害額を減額します。
　＜農作物被害額　50百万円以下（28年度実績　45百万円以下）＞
　＜防護柵の設置　60km（28年度事業　41km）＞
　＜被害対策講習会の開催　4回（29年度新規）＞
・ツキノワグマ被害予防等鳥獣被害対策として、目撃情報をSNSを活用し、住民へ周知

有害鳥獣の安定的な捕獲体制を確保します。
　＜新規免許取得者　20人（28年度実績　42人）＞
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創業300年を契機とした地域産業振興を推進します。
・｢丹後ちりめん創業300年事業実行委員会」での地域一体での取組み
　＜発信を前提とした海外ブランドデザイナー等とのコラボ　参加事業者数10社（28年度実績　8社）＞
　＜優秀な国内外の学生とのコラボ　参加学生数10人（29年度新規）＞
・「観光」等他産業と連携した「丹後ちりめん」活用を促進
　＜質の高い「丹後ちりめん製品」の試作・販売　試作数　5品（29年度新規）　販売店舗数　3店舗（29年度新規）＞

機械加工などの技能検定のための受検対策講座を開催します。
　＜講座理解度　95％以上（28年度実績　90％）＞

山陰近畿自動車道（京丹後大宮ＩＣ）から観光拠点へのアクセス道路の整備を促進します。
・丹後大宮線丹後弥栄道路　丹後工区[事業促進]
・国道482号（大山地区）[工区完成]
・浜丹後線上野平バイパス、国道178号木津バイパス[事業促進]
・国道312号野中バイパス[事業促進]
・網野峰山線（岩止橋）、掛津峰山線（丹波工区）[事業促進]

達成手段
(数値目標)

オール丹後体制で、中小企業者の経営課題や企業のニーズに応じ、事業主の立場に立って総合的に経営をサポートします。
　＜職員応援隊等による経営サポート　200件（28年度実績 191件）＞

「丹後ちりめん創業300年」を見据え、丹後織物・機械金属のブランド力の向上とビジネスモデルを推進します。

達成手段
(数値目標)

丹後縦貫林道沿線の豊かな自然環境を守り、その魅力を活かす取組を推進します。
・丹後半島を南北に縦貫する丹後縦貫林道リフレッシュ工事の全線完了
・平成28年度に整備したビューポイント周辺の更なる環境整備　＜3箇所（28年度実績　3箇所）＞
・指定10周年を迎える「丹後天橋立大江山国定公園」を舞台としたエコツアーの実施

「丹後・知恵のものづくりパーク」における人材育成と施設の有効活用を推進するとともに、中小企業の経営革新等に向けた取り組み
を支援します。

達成手段
(数値目標)

織物、機械金属の技術相談等を通じた在職者の人材育成を実施します。
　＜延べ5,000人（28年度実績　4,799人）＞

製織・織機調整や最新の高精度三次元測定機や３Ｄプリンタを活用した各種研修会等を実施します。
　＜受講者数　延べ3,500人（28年度実績　3,318人）＞

各種支援策を活用して、新たな分野・新事業・新技術に挑戦する中小企業を支援します。
　＜支援事業採択件数　20件（28年度実績 18件）＞
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就職面接会や都市部でのフェア等を開催し、就業を支援します。
　＜参加企業数　延べ700社（28年度実績　675社）　参加者数　1,700人（28年度実績　1,626人）＞

管内市町や関係機関と一体となった丹後移住促進協議会（仮称）を立ち上げ、「チーム丹後」として移住促進のためのサポート事業を展開するとともに、北部地域
連携都市圏と連携し、移住促進プロジェクトを推進します。
・移住推進を図る丹後移住促進協議会「チーム丹後」の立ち上げ
　＜移住者ニーズに応じた住まいづくりを支援　25件（28年度実績　20件）＞
　＜移住者数　160人（29年度新規）＞

丹後地域産業の課題解決のため、異業種分野等と連携して製品開発や販路開拓を推進します。
　＜試作等事業支援件数　8件（28年度実績　8件）＞

達成手段
(数値目標)

「京都職人工房・丹後」において、インテリア等を含む丹後織物ブランドの製品開発等を支援します。
　＜支援企業数　40社（28年度実績　39社）＞

北京都ジョブパーク等と連携し、Ｕ・Ｉターンを促進します。
・府北部地域へのＵ・Ｉターン就業者数　＜180人（28年度実績　155人）＞
・北京都ジョブパークと連携し、地元高校生の地元就職を推進
　＜各校の状況把握や就職担当教員との意見交換の開催　1回（29年度新規）＞

大消費地での展示商談会と百貨店等の常設スペースを活用した販路拡大・展示商談会等を開催します。
　＜展示商談会等　22回（28年度実績　21回）＞

海外への販路拡大を支援します。
　＜支援企業数　6社（28年度実績　6社）＞

Ｕ・Ｉターン等を推進し、丹後地域の産業を担う人材の確保・育成を図ります。

達成手段
(数値目標)

人財確保に熱意を持って取り組む企業を応援します。
・企業向け採用活動セミナーの開催　＜開催数　5回（29年度新規）　参加事業者数　10事業者（29年度新規）＞
・大学・専門学校への売り込み　＜参加事業者数　延べ15事業者（28年度実績　延べ14事業者）＞
・U・Iターン者支援の交流会を開催　＜参加者数　200人（28年度実績　157人）＞
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運営目標

12

①

②

③

13

①

②

③

④

丹後地域の森林を守り育てる取組を推進します。

達成手段
(数値目標)

森林施業の集約化と木材の搬出利用を推進します。
　＜素材生産量（森林組合分）　6,000㎥（28年度見込み　3,518㎥）＞
　＜森林経営計画等に基づく間伐面積　50ha (28年度実績　28ha）＞

府内産木材の利用拡大を図ります。
　＜緑の交付金制度を活用した木材使用量　450㎥　（28年度実績　449㎥）＞
　＜府内産木材利用促進会議の開催　2回　（28年度実績　2回＞
　＜府内産木材ストックヤードの活用を推進するため見学会を実施　1回（29年度新規）＞

地域の森林を地域全体で支えるモデルフォレスト運動の取組を支援します。
　＜推進地区　8地区（28年度実績　8地区）＞
　＜参加人員　1,000人（28年度　950人）＞

地域と協働した海岸林再生を図ります。
　＜整備面積　19ha（28年度実績　18.3ha）＞

世界文化遺産をめざす天橋立や山陰海岸ジオパークなど、丹後ならではの自然環境の保全に努め、学術・観光資源として活用し、そ
の魅力を発信します。

達成手段
(数値目標)

日本ジオパークの再認定に向けた取り組みを推進します。
・山陰海岸ジオパーク推進協議会と連携したイベントやガイド育成事業の実施
　＜首都圏、京阪神ＰＲキャンペーン　3回（29年度新規）＞
　＜ジオパークガイド外国人対応研修　3回（29年度新規）＞

天橋立の松並木保全や海岸清掃、阿蘇海のカキ殻回収等住民や学生ボランティアと連携した環境改善活動を推進します。
　＜天橋立まもり隊、学生ボランティアなどの活動延べ人数　5,500人（28年度実績　4,943人）＞

漂着ゴミの回収・適正処理を実施し、海水浴場及び海岸地域を保全します。
　＜実施箇所　45箇所（28年度実績　28箇所）＞
・海岸及び河川流域の不法投棄防止パトロールを実施

8 / 14



運営目標

14

①

②

③

④

⑤

達成手段
(数値目標)

平成29年3月に指定された津波警戒区域も踏まえた管内市町の地域防災計画の見直しを積極的に支援します。
・情報提供や担当者会議等を通じた支援
・津波の避難体制や要配慮者への避難支援が充実するよう訓練や研修会等を通じた支援
・原子力災害を想定した住民避難体制の充実等の市町の取組を支援
・住民避難訓練や意識啓発を高める研修会等

『ふるさとレスキュー』の取組を支援します。
　＜支援地域　9地域（新規1地域、継続8地域）（28年度実績8地域（新規1地域、継続7地域）＞

住民の防災意識の向上に資するための防災情報の提供を行う取組を推進
　＜小学校等において出前講座を継続的に推進　10回（28年度実績　7回）＞

建築物の安心・安全を確保します。
・建築物の安心・安全の確保、大規模地震に備えた住宅の耐震対策の推進
　＜耐震診断　30戸　（28年度実績　25戸）＞
　＜耐震改修（簡易型耐震改修を含む）　15戸　（28年度実績　11戸）＞
・民間木造住宅等の耐震対策の普及や啓発を目的とし耐震フェアを開催

河川整備や土砂災害対策等安心安全のまちづくりを推進します。
・浸水被害が頻発している河川の改修工事を推進　＜改修工事実施箇所　3水系6河川＞
・土砂災害対策工事を推進（砂防・地すべり事業、急傾斜事業）　＜事業促進箇所　16箇所＞
・災害と雪に強い道路ネットワークを整備し、災害時の避難・救助や物資を安定供給　＜事業促進箇所　11工区＞

地域の防災力を高めるため、人材の養成や避難訓練等を通じて、災害に強い丹後づくりに取り組みます。
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運営目標

15

①

②

16

①

②

③

達成手段
(数値目標)

「たんご健康長寿日本一」を推進します

達成手段
(数値目標)

企業や団体の健康経営の取組を支援します。
　＜訪問事業所数　120事業所（28年度実績　112事業所）＞
　＜きょうと健康づくり実践企業認証制度の認証　17事業所（28年度実績　16事業所）＞
　＜健康づくりの機運アップのイベント、講演会の開催　2回＞
　＜メールによる健康づくりに関する情報発信　延べ1,500社（29年度新規）＞
　＜カラダ学べる社員食堂の取組＞

がん対策の取組を推進します。
　＜がん検診の啓発及び精検受診働きかけ　120事業所（28年度実績　112事業所）＞
　＜高校生対象のピロリ菌検査の実施＞
　＜企業健診会場におけるがん検診受診啓発　4回（29年度新規）＞

健康寿命の延伸をめざし、健康づくり事業の取組を推進します。
　＜産学公連携プラットフォーム事業の取組支援　3件（28年度実績　3件）＞
　＜健康満丹リーダーフォロー研修　2回（29年度新規）＞

府立医科大学附属北部医療センターを「北京都安心医療拠点」とした丹後地域の病院や診療所との機能分化、連携体制の強化を図
ります。

次期地域保健医療計画の策定を行います。
・丹後地域保健医療協議会の開催（課題抽出、目標設定等）

北部医療センターを核とした病病連携や病診連携、他職種連携の強化を図るため、北部地域医療・介護連携プロジェクトを推進します。
　＜事例検討会の開催　3回（28年度実績　4回）＞
　＜「京あんしんネット」の運用　10件（29年度新規）＞
　＜病院の退院調整等連携フロー図の作成　全6病院（29年度新規）＞
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運営目標

17

①

②

③

④

⑤

18

①

②

地域ぐるみの少子化対策を推進し、安心して子育てができる地域づくりを進めます。

達成手段
(数値目標)

行政をはじめ関係機関とのネットワークによる結婚や子育てを応援する気運を醸成します。
・「丹後地域府民会議」の開催　＜丹後地域府民会議　構成団体数　55団体（29年度新規）＞

各市町の子育て世代包括支援センター事業の充実支援します。
・支援センター及び産前産後支援員等との連絡会の開催　＜2回（29年度新規）＞

高齢者が安心して地域で生活できる地域包括ケア体制の充実・強化を図ります。

達成手段
(数値目標)

「認知症疾患医療センター（北部医療センター）」と連携し、認知症対策を推進します。
・府民向けの普及、啓発の実施
　＜オレンジロードつなげ隊による周知啓発活動　25回（28年度実績　23回）＞
・認知症高齢者を支える人材の育成
　＜認知症サポーターの養成　2,200人（28年度実績　2,464人）＞
・認知症の方とその家族を支える地域づくりの推進
　＜若年性認知症交流会の実施　3回（28年度実績　3回）＞
　＜認知症初期集中支援チームの設置　4市町（28年度実績　2市）＞
・広域ＳＯＳネットワーク訓練の実施（29年度新規）

多職種協働による在宅医療・介護サービスの充実強化と看取り対策の推進を行います。
　＜看取りに関するシンポジウム、研修会の開催　4回（29年度新規）＞
　＜多職種連携による事例検討会等の開催　3回（28年度実績　4回）＞

地域リハビリテーション支援センターと連携し、リハビリ支援を通じて介護予防の取組を推進します。
・高齢者サロン等への出張リハビリ講座の実施　＜60回（28年度実績　58回）＞
・地域包括ケアに携わる多職種協働のイベント「お気軽サミットｉｎ丹後」の開催

介護保険制度の改正に伴う市町の新しい地域支援事業等の円滑な移行への支援を行います。
　＜総合事業に係る圏域連絡会の開催　2回（29年度新規）＞

地域包括ケアの基盤整備と人材確保を支援・京都府北部福祉人材養成システムや福祉人材認証育成制度等による福祉人材の確保と定着支援を実施します。
・就業者数　＜135人　（28年実績　127人）＞
・宮津総合実習センターの供用開始
・介護職イメージアップ事業の展開（啓発ツール作成、ＰＲ）　＜関係機関との連携による大学、専門校等へのＰＲ　3校（29年度新規）＞
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運営目標

19

①

②

③

④

20

①

②

21

①

②

Ｘバンドレーダーの配置に関して、地域住民の安心・安全の確保に向けて関係機関と連携して課題の解決に取り組みます。

達成手段
(数値目標)

地域交通の安心・安全を確保するため、道路整備を推進します。
・浜丹後線（上野平バイパス、蒲入カマヤ工区、袖志工区）（再掲）
・間人大宮線（丹後弥栄道路　丹後工区）[事業促進]（再掲）
・浜丹後線（宮バイパス）〔事業促進〕
・国道482号大山地区[工区完成]（再掲）

地元区長等と情報交換を行うなど住民の意向を把握し、安心・安全対策連絡会等を通じて、京丹後市と共同して米軍・国が適切な対応を行うよう働きかけを行い
ます。

達成手段
(数値目標)

家畜伝染病発生予防対策を徹底します。
・飼養衛生管理状況の点検・指導
　＜牛２回、羊・山羊、豚１回（28年度実績各2回）、養鶏（千羽以上）4回（28年度実績4回）、養鶏（自家用）１回（28年度実績1回）＞
・鳥インフルエンザ侵入監視
　＜鳥インフルエンザウイルス検査3農場を対象に毎月実施（28年度実績 12回）＞

誰もが自分らしく生きられる共生社会づくりを推進します。

達成手段
(数値目標)

関係団体、市町と連携し、障害者の就労と定着を支援します。
　＜圏域の新規就職者数　30人（28年度実績　27人）＞

障害者の工賃アップを図るため、企業や大学とのコラボによる新商品開発と販路開拓を支援します。
　＜新商品の開発　15品目（28年度実績　14品目）＞

自殺者ゼロを目指した取組の推進を実施します。
　＜職域や地域のメンタルヘルスの取組を支援  15団体（28年度実績　10団体）＞
　＜市町と連携したうつスクリーニングの実施　10回（28年度実績　9回）＞
　＜地域のサロン等を活用した居場所の提供 1箇所（28年度実績　0箇所）＞

多様な団体との交流を通じて、女性の活躍の場を創出します。
・輝く女性応援京都会議（地域会議）の設立

鳥インフルエンザ、口蹄疫等の海外悪性伝染病の発生ゼロを目指します。

家畜伝染病防疫体制を確保します。
　＜総合的な実地演習の実施 １回（28年度実績1回）＞
　＜正しい知識の普及・啓発のために出前語らいを実施 2回（28年度実績 2回）＞
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運営目標

22

①

②

③

④

23

①

②

③

④

⑤

「里の仕事人」が伴走支援する「命の里」農山漁村里力再生事業の取組により、地域住民の所得を確保するための新商品開発をはじめとするビジネスおこしを支
援します。
　＜スモールビジネスの取組地区　新規3地区（29年度新規）＞

市町や関係機関と一体となった丹後移住促進協議会（仮称）を立ち上げ、「チーム丹後」として移住促進のためのサポート事業を展開します。（再掲）
・移住推進を図る丹後移住促進協議会「チーム丹後」の立ち上げ
　＜移住者ニーズに応じた住まいづくりを支援　25件（28年度実績　20件）＞
　＜移住者数　160人（29年度新規）＞

協働コーディネーターや地域力再生支援事業を通じて地域力再生団体を育成します。
　＜支援団体数　延べ230団体（28年度実績（2月末現在）211団体）＞

小、中、高校生が、丹後の多様な魅力について学び、発表会やガイドなどを体験する機会を提供します。
・「ＴＡＮＧＯ魅力伝え隊」 実施校　＜10校（28年度実績　9校）＞
・学習の成果及び活動状況等をまとめた冊子の発行配付

若者の丹後地域への愛着心を醸成する「ＴＯＭＯＲＲＯＷ丹後プロジェクト」の推進により、丹後が誇る文化を次代へつなぎます。

達成手段
(数値目標)

食と文化を一堂に集めるイベント等で次代を担う若者の丹後への愛着心を醸成する「TOMORROW丹後プロジェクト」を推進します。
・食の祭典「丹後グルメフェスティバル（東京・京丹後市）」を開催（再掲）
　＜丹後王国「食のみやこ」来場者数　50,000人（28年度実績　33,650人）＞

丹後にゆかりのある著名人やグローバルに活躍されている方々などによる講演会や体験教室を実施します。
・「丹後の子どもドリームプロジェクト」の開催  ＜2回　（28年度実績　1回）〉

小、中学生が郷土学習を行う際に体験的なまなびが深められるよう、丹後郷土資料館との連携による学習プログラムを作成します。
・丹後の郷土学習プログラムの作成及び小中学校への配付

命の里の再生とふるさと保全・農村再生活動など、地域活動団体をはじめとする住民との協働体制を推進します。

達成手段
(数値目標)

地域ぐるみで農村漁村地域の生産基盤や環境を守る活動を推進します。
　＜多面的機能支払の取組面積　4,300ｈａ　（28年度実績　4,323ha）＞

里の公共員の配置により地域の課題解決を支援します。
　＜里の公共員の配置　3地区　（28年度実績　3地区）＞
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運営目標

24

①

②

市町や関係機関と連携した地域住民の活動支援等により、より利用しやすい公共交通ネットワークの実現をめざすとともに丹鉄年間
利用者数200万人を目指します。

達成手段
(数値目標)

駅舎トイレ改修、駅周辺の環境美化などへの支援と鉄道ファンを対象としたイベントを実施します。
　＜魅力ある駅舎づくりや鉄道ファンイベント実施等の支援　20事業（28年度実績　18事業）＞

沿線住民への丹鉄利用啓発と丹鉄発着時刻と連動した会議時刻の設定を呼びかけなどにより利用促進を図ります。
・局広報誌等による利用啓発やＥメールにより職員の積極利用を喚起
ＪＲ西日本、ウィラー社、兵庫県但馬県民局、中丹・丹後広域振興局が連携した広域周遊コースの設定（再掲）
　＜坂東玉三郎観劇ツアーなどＪＲと丹鉄列車が連結したイベント列車の運行　6回（29年度新規）＞（再掲）
　＜京都丹後鉄道利用者数 　200万人（28年度実績　181万人）＞
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